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③ コース厳選型 PSI (course-controlled Per-
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図 1 期末試験結果 (e-learning群と講義群の比較）
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(b) e-learning群のみを対象とした調査項目
(a)のような講義群と e-learning群共通の項目の他






























表 3 因子負荷量• 寄与率・累積寄与率
因子負荷量 寄与率 累積寄与率
第 1主成分 4.555 0.1981 0.19805 
第 2主成分 2.641 0.1148 0.31286 
第 3主成分 2.634 0.1145 0.42736 
第 4主成分 2.220 0.0965 0.52390 
第 5主成分 1.986 0.0863 0.61024 
第 6主成分 1.984 0 0863 0.69650 
第 7主成分 1.679 0 0730 0.76952 
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26 個人的指導があ ったように思う ．
27 自分で選んで音声を聞くことができた．
28 日本語入力が難しかった．
29 英語入力が難しかった．
30 画面上で読む個所が多くて面倒だった．
31 教材量が自分には多すぎた．
32 画面での学習では暗記できない．
33 学習の履歴を管理されるのが嫌だった．
34 テスト成績が履歴に残ることがプレッシャーになった．
35 操作についての質問にうまく対応してもらえなかった．
36 早く終了した人が気になって集中できなかった．
37 背景となる医学的知識が不足していた．
38 学習は全体的に見て順調に進行しましたか．
